
香
美
市
立
美
術
館

　

香
美
市
立
美
術
館
で
は
、
日

本
画
の
楽
し
み
と
し
て
、
県
内

外
８
名
の
作
家
に
よ
る
グ
ル
ー

プ
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
主
に
高
知

県
内
で
活
躍
す
る
市
川
雅
彦
・

越
智
篤
史
・
越
智
明
美
・
中
村

達
志
の
４
名
の
作
家
に
、
県
外

で
活
躍
中
の
作
家
で
あ
る
楠
本

衣
里
佳
・
佐
竹
龍
蔵
・
原
田
有

希
・
藤
野
裕
美
子
の
４
名
を
加

え
て
構
成
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
日
本
画
の
世
界
を
、
大
い
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の

思
い
か
ら
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

出
品
者
は
、
経
験
豊
富
な
ベ

テ
ラ
ン
か
ら
、
大
学
院
を
出
て

間
も
な
い
若
手
作
家
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
年
代
や
経
歴
の
作
家

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
新
し
い
日
本
画
を
つ
く
り
だ

そ
う
と
努
力
し
て
い
る
作
家
や
、

す
で
に
独
自
の
表
現
世
界
を
築

き
上
げ
て
い
る
作
家
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
表
現
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、
現
代
の
日
本
画
の
多
様

性
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
画
は
従
来
、
花
鳥
風
月

と
言
う
よ
う
に
、
美
し
い
日
本

の
自
然
が
題
材
に
さ
れ
ま
す
が
、

激
動
す
る
社
会
の
中
で
作
家
が

探
り
出
し
た
表
現
は
、
よ
り
自

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

▲神楽庭／中村達志

日本画の楽しみ
－  新しい表現への挑戦  －

２月１４日（土）～３月１５日（日）

奥
物
部
美
術
館

　

奥
物
部
美
術
館
で
は
、
香
美

市
の
有
望
な
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
で
あ
る
、
土
方
佐
代
香
の
油

彩
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

土
方
は
、
昭
和
55
年
に
香
美

市
に
生
ま
れ
、
高
知
大
学
教
育

学
部
芸
術
文
化
コ
ー
ス
で
学
ん

だ
後
大
学
院
に
進
み
、
現
在
は

教
職
に
就
き
後
進
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
よ

り
作
家
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

多
く
の
個
展
を
開
催
し
、
高
知

県
立
美
術
館
主
催
の
『
Ｎ
Ｏ　

Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｒ　

３
』
や
、
香

美
市
立
美
術
館
主
催
の
『
香
美

ア
ー
ト
ア
ニ
ュ
ア

ル
』
に
選
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20

年
の
『
第
１
回
い

の
美
術
展
』
に
お

い
て
大
賞
を
受
賞
、

平
成
24
年
『
第
７

回
美
術
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
・
Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｓ 

d
e
s 

T
a
b
le

a
u
x

』
に
お

い
て
最
優
秀
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
、

大
き
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

土
方
の
作
品
は
、

他
を
圧
倒
す
る
よ

う
な
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
と
、
筆
力

に
あ
ふ
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
表

現
で
群
を
抜
い
て

い
ま
す
。
そ
の
制
作
に
向
か
う

姿
勢
は
、
限
界
に
挑
戦
す
る
よ

う
な
気
迫
に
満
ち
て
い
て
、
今

後
最
も
期
待
さ
れ
る
作
家
の
１

人
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
力
強

い
作
品
の
数
々
を
、
奥
物
部
美

術
館
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
香
美
市
立
美
術
館
館
長
・
都

築
房
子
）

２月１０日（火）～３月２２日（日）

奥物部美術館

オープニングセレモニー
　２月１４日（土）１４時～　

出品作家によるシンポジウム  ※要入場料

　２月１４日（土）１４時３０分～１６時３０分

館長または学芸員による作品解説
　会期中　毎週日曜日　１４時～

▲ｏｎ   ｔｈｅ   ｗａｙ（２０１４)

※最終日午後３時まで

由
で
新
鮮
な
輝
き
を
放
っ
て
い

ま
す
。
油
絵
な
ど
と
同
じ
よ
う

に
、
身
の
回
り
の
人
々
や
植
物
、

動
物
、
建
物
な
ど
を
モ
チ
ー
フ

に
し
な
が
ら
、
作
家
が
独
自
の

視
点
で
そ
れ
ら
を
と
ら
え
、
自

由
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
画
と
い
え
ば
、
床
の
間

の
掛
軸
や
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の

中
の
屏
風
の
よ
う
に
、
少
し
日

常
か
ら
離
れ
た
存
在
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
も
っ
と
身
近
な

絵
画
と
し
て
見
直
さ
れ
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
新
し
い
日
本
画
の
世
界

を
香
美
市
立
美
術
館
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
寒
い
一
日
の
日

だ
ま
り
の
よ
う
な
、
暖
か
い
気

持
ち
に
な
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　

（
館
長
・
都
築
房
子
）

　

第
12
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大

会
表
彰
式
の
終
了
後
に
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
は
今
大
会
選
者
の
玉
井

清
弘
さ
ん
で
す
。
大
会
へ
の
作

品
投
稿
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※

入
場
無
料

【
日
時
】
３
月
７
日
（
土
）

13
時
～　

表
彰
式

14
時
～　

講
演
会

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所
（
吉

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

　

吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会　

講
演
会

　

 

■
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58・

２
２
２
０

井
勇
記
念
館
隣
）

【
講
師
】
玉
井
清
弘
さ
ん
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
学
園
短
歌
講
座
『
友
の

会
』
選
者
・
『
音
』
選
者
）

【
送
迎
バ
ス
】 ※

要
予
約

香
美
市
役
所
本
庁
舎
前
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
で
、

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

行
き　

12
時
発
（
Ｊ
Ｒ
バ
ス
美

良
布
駅
12
時
20
分
）　

帰
り　

15
時
40
分
発
（
Ｊ
Ｒ
バ

ス
美
良
布
駅
経
由
本
庁
舎
前
）

〔
解
説
〕

　

昭
和
16
年
２
月
に
詠
ま
れ
た

短
歌
。
土
佐
で
の
隠
棲
時
に
思

い
を
は
せ
、
隠
棲
の
庵
『
渓
鬼

荘
』
を
詠
ん
で
い
る
。

「
瀟
瀟
た
る
雨
の
音
を
聴
き
つ

つ
、
遠
く
土
佐
の
山
峡
に
あ
る

渓
鬼
荘
を
思
ふ
、
住
み
棄
て
て

よ
り
幾
年
か
経
し
」
と
い
う
文

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

瀟
瀟･･･

風
雨
の
激
し
い
さ
ま

寒
燈･･･

寒
そ
う
な
冬
の
灯
火

　

吉
井
勇
作
品
紹
介　

～
冬
～

雨
降
れ
ば
寂
し
き
こ
と
を
風
吹
け
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
な
き
こ
と
を
思
ひ
ゐ
し
庵

幾
年
を
ひ
と
り
住
み
た
る
か
の
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

庵
を
お
も
ふ
寒
燈
の
も
と　
　
　

か
ん
と
う

い
ほ

い
ほ
り

し
ょ
う
し
ょ
う

ひ
じ
か
た

あわら市と積丹町へあわら市と積丹町へ
香美市特産ゆずの贈り物香美市特産ゆずの贈り物

　１２月８日、香美市から、姉妹都市の

あわら市と積丹町に、特産のゆず玉合計

６００個が贈られました。

　これは、ＪＡとさかみ（土佐香美農協

柚子生産部会）の協力で、冬至の時季に

合わせて贈られたものです。姉妹都市と

して親睦を深め、香美市物部町のゆずを

広く知ってもらう良い機会になりました。

②積丹町では、町内の保
育園児や、小中学校の児
童・生徒などへゆず玉が
届けられました。子ども
たちは普段見ることがで
きない香り高いゆず玉に
大喜びでした。また、１２
月２３日には『岬の湯し
ゃこたん』でゆず風呂を
楽しみました。

①

①あわら市では、市民や
観光客に対して香美市の
ゆず玉が配られました。
また、１２月２０日～２３
日の４日間、４月にオー
プ ン し た 足 湯 施 設 『 芦
湯』で、香美市のゆずを
浮かべた足湯が用意され、
大変喜ばれました。

①
１８Kami１９ Kami１１１９１９１９１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９１９９９９９９９９９１９９９９９９９９９９９９１１９１１１９９９９９９１９９９９９９９９９９９９９９９９１９９９９９９９９９９９９９９９９１９１９１９９９９９９９１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９１９９１９９９９９９９１９９９９９１９９９９９１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９１１９９９９９９９９９９９１１１１１９９９９９９９９９９１１１１９９９９９９１１１１１１１９９９９９９１１１１１９９９９９９９１１１１１１１９９９９１１１１１９９９９９９１１１１１１１９１１１１１１１９９１１１１１１１１１１１１１１９１９１１１１１１１９１１１１１１１１１１９１１１１１１１１１１１９９１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１９９９９９１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９９１１１９９９９９９９９９９９９９９９１１９９９９９９９９ aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaammmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii ②②

た

て
い
ま
す

平
成
1
年
よ

い平回クＣ

T

い受大て他う大にル現

２月１０日（火）～３月２２日（日）

奥物部美術館奥物部美術館

※最終日午後３時まで

土方佐代香 展
－  Ｈｉｇｈｌｉｇｈｔ  －


